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Ⅰ．レポート紹介  

サイエンスマップ 2004（NISTEP Report No.100） 

科学技術動向研究センター研究員 阪  彩香 

 

1.  目 的 

 基礎研究を中心とする科学の動向を把握するため、(1)論文データベース分析によって、世界の科学研究

の状況を俯瞰的に捉えることの出来る「サイエンスマップ」を作成し、(2)“注目される”研究領域を見出すとと

もに、それら研究領域の時系列の変化を捉える分析を行なった。 

 

2.  手 法 

 1999 年から 2004 年までに全世界で発行された高被引用論文 4 万 7 千件を対象に、これらが同時に引用

される程度によりグループ化して、今日の科学研究にて注目される 133 の研究領域を見出した。これらの研

究領域について、3 種類のサイエンスマップ（①個別研究領域マップ、②学問分野関連マップ、③研究領域

相関マップ）を作成した。マップの分析から、以下のことが分かった。 

 

3.  主な結果 

 ①の個別研究領域マップは、研究領域を構成するリサーチフロントについて共引用の度合いの強いもの

が近くに配置されるように描いたものであり、どのような研究テーマで構成されるかを表している。日本が世

界の研究をリードしている領域は、物理学、化学、植物・動物学、材料科学などの分野で多く見られる。例

えば、「異方的超伝導ギャップを持つ超伝導体」のように、日本の論文がコアペーパの約６割を占め、日本

が研究をリードしている例もある。また、「バイオテロ対策の研究」は、2005 年に報告した調査で観測された

研究領域がさらに発展したもので

あるが、個別研究領域マップの分

析（図 1）から、従来から行なわれ

てきた「炭疽菌に関する科学的研

究」に、「緊急時のワクチン分配

手法や医療・公衆衛生管理に関

する研究」が加わり、より総合的

なものに拡大していることが明ら

かになった。 

 

 

 

 

 ②の学問分野関連マップ（図 2）は、物理学、化学、臨床医学などの既存の 22 学問分野との関係をマップ

化したものである。各研究領域を構成する論文の 22 学問分野の構成を比較し、似た学問分野分布を持つ

研究領域は、近くに配置するよう描かれている。また、図中点線の内側に配置されている研究領域は、特

【図 1】個別研究領域マップの比較 

（例：バイオテロ対策の研究） 
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定の学問分野に偏らない学際的・分野融合的領

域とした。学問分野関連マップの分析から、133 研

究領域は、ライフサイエンス系領域、物理・化学系

領域および学際的・分野融合的領域がそれぞれ 3

割程度を占めていることがわかった。さらに、近年

発展が著しい研究領域ほど学際的・分野融合的

性格が高いことも示された。 

 

 

 

 

 

 ③の研究領域相関マップ（図 3）は、133 の研究領域がそれぞれどの程度の共引用関係を持つかに着目

して、強い共引用関係を持つ研究領域が近くに配置されるように描かれている。さらに、①の個別研究領域

マップによる研究領域の内容分析を踏まえて、研究領域相関マップ上で内容が類似すると考えられる研究

領域を、「化学合成」、「超伝導・量子コンピューティング」、「ナノ材料・デバイス」、「環境」、「素粒子・宇宙

論」、「脳研究」、「ポストゲノム」、「再生医療」、「植物科学研究」、「癌研究」、「感染症・免疫研究」、「肥満

研究」、「心臓・血管疾患研究」および「社会科学」という計 14 のカテゴリーに分類した。「脳研究」は分子生

物学的な研究領域群とともに、「心臓・血管疾患研究」と近い研究領域群および「社会科学」と関係の深い

認知科学的な研究

領域群から構成さ

れるなど、最 新 の

研究の発展動向を

読 み と る こ と が 出

来 る 。 注 目 さ れ る

のは「ナノ材料・デ

バイス」とライフサ

イエンス系カテゴリ

ーの間に、いくつの

研究領域が配置さ

れていることで、こ

れ ら は 今 後 、 ナ ノ

－ライフ融 合 のカ

テゴリーに成長して

いく可能 性 がある

と考えられる。なお、

報告書は当所ウェ

ブサイトに掲載されている。（http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep100j/idx100j.html） 
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日本研究機関の世界における存在感 

科学技術動向研究センター研究員 阪  彩香 

総務研究官 桑原 輝隆 

 

先進国における科学技術政策は、従来と比べて一層ミッション指向になり、経済、社会、国民生

活へのインパクトが求められる傾向にある。一方で、科学技術がこれらのインパクトを実現するに

は、その基盤として基礎研究が重要な役割を果たしており、今後も引き続き基礎研究の推進が必要

である。この際、これまで行なわれてきた施策が我が国の研究能力に対しどのような影響を与えた

かを定期的にレビューし、今後の施策立案過程に反映させることが重要である。そこで、世界の中

での日本の基礎研究活動の位置を把握するため、研究機関毎の論文に着目した分析を行なった。こ

こでは、基礎研究の質を表す一つの指標と考えられる「論文の被引用数」によるランキングの状況

を紹介する。 

用いたデータベースは、Thomson Scientific 社の Web of Science である。分析対象期間は、第

２期科学技術基本計画期間であった 2001 年から 2005 年の 5 年間とした。このデータベースに収録

されているレコードのうち、Article、Review、Note および Letter の 4 つ（以下単に「論文」と記

す）を分析の対象とし、論文ごとに 2005 年 12 月末時点の被引用数を求めた。単独の研究機関から

産出された論文の場合は、その単独機関の被引用回数としてカウントした。また、複数の機関の著

者による論文であれば、それぞれの研究機関に被引用数をカウントし、被引用数の多い研究機関順

にランキングを決定した。なお、日本や諸外国問わず、研究機関名の名寄せは行なっていない。例

えば、ドイツのマックスプランク研究所は、研究機関の名称が複数出現するため、それぞれの研究

機関を別機関とし、被引用回数をカウントした。ランキングは、各研究機関の世界における大まか

な位置を示すものであり、順位自体に厳密な意味を与えるものでは無いことに留意されたい。 

全論文での被引用数世界上位 30 に入る研究機関を分析したところ、日本の研究機関として 3 大学

が入っている（図表１）。この 3 大学は、論文数においても日本上位 3 研究機関である。他国の状況

を見ると、米国は 22 機関、英国が 2 機関、カナダ、フランスおよび中国が 1 機関である。 

次に、分野毎の状況を把握するため、図表２に示す日本の世界における論文シェアの分野バラン

スと、図表３に示すそれぞれの分野において被引用数の多い研究機関順にランキングを比較した。

ここでは、同社の Essential Science Indicators で用いられている 22 分野分類（雑誌がいずれか

一つの分野に属している）を参考に、論文の分野を決定した。なお、社会科学等の分野は分析対象

から外し、17 分野を分析した。 

化学、材料科学および物理学では、図表２から、日本の世界シェアが他分野に比べ高いことが見

て取れる。また、図表３から、被引用数で世界の上位になれる研究機関が多く存在することがわか

る。特に、材料科学では、大学以外の研究機関である物質・材料研究機構や産業技術総合研究所が

ランキングされている。 

計算機科学および数学では、日本の論文シェアは他分野に比べて小さい。数学では、世界上位 30

に入る研究機関は無いが、計算機科学では、東京都立大学がランキングに入っている。この分野で

世界順位 1 位の米国の大学は、1217 報の論文を産出しているが、東京都立大学は 38 報である。研

究機関の論文数が少ないにも関わらず、被引用数ランキングでは上位に入ったのは、被引用数の特

に高い論文が幾つかあったためである。被引用数のランキングは、このような事情で世界の上位に

なることもあるという事例である。 
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工学は、論文量の産出量もある程度あり、また質的に上位に位置する研究機関が日本に存在する

ことが分かる。 

環境/生態学および地球科学は、論文産出量は少ない。環境/生態学では、世界上位 30 に入る研究

機関は無いが、地球科学では東京大学が健闘している。 

臨床医学もまた、量的にあまり存在感が大きくない分野の一つであり、世界上位 30 に入る研究機

関は見られない。 

基礎生物学は、量的には平均的な水準にあるが、図表３に示されるように、神経科学・行動学お

よび農業科学を除く生物学・生化学、免疫学、分子生物学・遺伝学、植物・動物学、微生物学およ

び薬学・毒性学において、世界上位 30 に入る研究機関を我が国は有していることが分かった。 

なお、第１期科学技術基本計画期間であった 1996 年～2000 年でも同様の集計を行い、比較作業

を行なった結果については、近日中に別途公表予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３】世界上位 30 に入る日本の研究機関（分野別） 

世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名
2 京都大学 2 東北大学 1 東京大学 11 東京都立大学
4 東京大学 5 大阪大学 8 東北大学
8 大阪大学 6 東京大学 15 大阪大学
11 東北大学 13 京都大学 18 京都大学
17 東京工業大学 15 東京工業大学 23 東京工業大学
24 名古屋大学 16 物質・材料研究機構
29 北海道大学 22 産業技術総合研究所

世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名
8 東京大学 17 東京大学 3 東京大学 4 大阪大学
21 東北大学 19 京都大学 19 東京大学
24 京都大学 23 大阪大学 21 京都大学

22 科学技術振興事業団

世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名 世界順位 機関名
12 東京大学 9 東京大学 16 東京大学 9 東京大学
22 京都大学 19 京都大学
27 大阪大学

薬学・毒性学

生物学・生化学 免疫学

微生物学

計算機科学

工学

化学 物理学

分子生物学・遺伝学 植物・動物学

地球科学

材料科学

 

注：Thomson Scientific 社”Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計 

注：Thomson Scientific 社”Web of Science”を基に、

科学技術政策研究所が集計 
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【図表１】世界上位 30 に入る日本の研究機関 【図表２】日本の世界における論文シェアの

分野バランス
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科学技術政策研究所が集計 
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Ⅱ．トピックス  

シンポジウム「科学技術と社会をつなぐ 

         ～ナイス ステップな研究者 2006 からのメッセージ～」開催報告 

科学技術動向研究センター上席研究官 渡辺 政隆 

 

 科学技術政策研究所は、昨年 12 月、科

学技術に顕著な貢献をされた 12 組 15 人

の方々を「ナイス ステップな研究者」に

選定した。科学技術週間を前にした 4 月

13 日、「ナイス ステップな研究者」の

方々の業績を紹介すると共に、最先端研

究を社会に浸透させるための方策につい

て討議することをテーマに、独立行政法

人科学技術振興機構、独立行政法人理化

学研究所、独立行政法人防災科学技術研

究所の共催、独立行政法人宇宙航空研究開発機構、株式会社科学新聞社の後援を得て、日本科学未

来館イノベーションホールにて午後 1 時から 6 時まで、シンポジウムを開催した。同日は、科学技

術と社会とのあり方に関心をもつ各方面の 100 名を超える方々が集まり、会場は満員となった。 

 

１．講演 

 シンポジウムは、科学技術政策研究所國谷実所長の開会挨拶に

続き、会場となった日本科学未来館の毛利衛館長から、「ナイス ス

テップな研究者」の方々を迎えたシンポジウムが、最先端科学技

術を伝える舞台である日本科学未来館において開かれることを歓

迎するという主旨の来賓挨拶があった。 

 その後講演に移り、東北大学加齢医学研究所教授川島隆太氏

（「成果普及部門」）の「脳と学習～脳科学から産業を創生する～」

と題した講演を皮切りに、京都大学再生医科学研究所教授の山中伸哉氏（「研究部門」）の「人工万

能幹（iPS）細胞の可能性と課題」、JST 戦略的創造研究推進事業北野共生システムプロジェクト総

括責任者北野宏明氏（「イノベーション部門」）の「システムバイオロジー、ロボカップの展開とそ

の戦略」と講演が続いた。 

 プロジェクト部門で選定された防災科学技術研究所実大三次元震動破壊実験施設（Ｅ－ディフェ

ンス）の開発運用チームからは阿部健一氏（防災科学技術研究所標語耐震工学研究センター長代理）

と小川信行氏（千葉科学大学教授、元防災科学技術研究所標語耐震工学研究センター施設整備プロ

ジェクトリーダー）が参加し、「E―ディフェンス～実大震動破壊実験への挑戦～」と題したプロジ

ェクトの紹介があった（同研究センターの中島正愛センター長は海外出張のため欠席）。 
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 休憩を挟んで再開された後半では、最初に３つの講

演が行われた。大阪大学微生物病研究所教授審良静男

氏（「研究部門」）の「自然免疫を探る」、京都大学数理

解析研究所教授高橋陽一郎氏（ご高齢のため出席でき

なかった伊藤清氏に代わり、伊藤氏の業績を紹介）の

「伊藤清先生と確率解析」、京都大学再生医科学研究所

准教授多田高氏（「研究部門」）の「細胞の若返り～体

細胞から万能細胞を作る～」である。 

 続いて、宇宙航空研究開発機構小惑星探査機「はやぶさ」チームプログラムマネージャー川口淳

一郎氏から、プロジェクトの紹介「小惑星探査機『はやぶさ』の挑戦」があった。スーパーコンピ

ュータ開発への貢献（「研究部門」）で「ナイス ステップな研究者」に選定された渡辺貞氏（理化学

研究所次世代スーパーコンピュータ開発実施本部プロジェクトリーダー）は、これまでの経験を踏

まえて現在取り組んでいる巨大プロジェクト「次世代スーパーコンピュータの開発」を紹介した。 

いずれの講演者も「ナイス ステップな研究者」に選定されるだけあって、素晴らしい内容のプレゼ

ンテーションであった。 

 

２．パネル討論 

 最後のパネル討論には、「理解増進部門」の北

原和夫氏（国際基督教大学教授）、「男女共同参

画部門」の大隅典子氏（東北大学創生応用医学

研究センター教授）、「イノベーション部門」で

選定され、ロボカップなどのオープンイノベー

ションを推進している石黒周氏（研究開発型

NPO 振興機構専務理事――同じく同部門で選定

された浅田稔大阪大学大学院工学研究科教授は

海外出張のため欠席）、アマチュアながら最先端

の天文学に貢献している板垣公一氏（アマチュア天文家）、講演も行った川島隆太氏が登壇し、「最

先端科学技術を伝える」というテーマで議論を交わした。 

 討論ではさまざまな問題が話題になった。中でも特に、最先端の科学技術を社会に還元し浸透さ

せるには、研究者側の積極的な関与が必要なこと、優秀な大学院生ほど修士課程で就職していく現

状をどうすべきか、国民全体の科学技術リテラシーを高めるにはどうすればよいかなどについて活

発な意見交換が行われた。 

 なお、本シンポジウムは講演録としてまとめられる予定である。 
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Ⅲ．最近の動き  

○シンポジウム「科学技術と社会をつなぐ～ナイス ステップな研究者 2006 からのメッセージ～」 

 の開催 

 4 月 13 日に昨年 12 月に選定した科学技術に顕著な貢献をされた 12 組の「ナイス ステップな研

究者」の方々を招き、日本科学未来館イノベーションホールにてシンポジウムを開催した。（詳細は

P6） 

○ナイステップな研究者展 

 昨年 4 月の国立科学博物館、9 月の多摩六都科学館および 11 月の海峡ドラマシップに引き続き、

4 月 17 日（火）～5 月 6 日（日）に国立科学博物館地球館 2 階入り口通路において、「ナイスステッ

プな研究者」の業績を展示紹介。 

○講演会・セミナー 

 ・4/12 「研究費会計制度の日米比較」 

     高橋  宏：（独）科学技術振興機構主監（プログラムディレクター） 

○新着研究報告・資料 

 ・「科学技術動向 2007 年 4 月号」（4 月 27 日発行） 

  レポート 1 組織を超えたコミュニケーションのためのオントロジー技術 

  客員研究官 黒川 利明 

  レポート 2 安全安心な社会構築に忘れてはならない雷害リスク対策 

  環境・エネルギーユニット 浦島 邦子 

編集後記 

 日々暖かくなり、新緑がすばらしい季節になりました。 

 2005 年からはじまった科学技術に顕著な貢献をされた方々を選定する「ナイス ステップな研究

者」ですが、この度は昨年 12 月に選定した方々の業績を紹介するシンポジウムを開催し、いろいろ

な分野の方々のお話が聞けました。国立科学博物館では展示紹介が行われ、こういった機会に理科

に興味を持つ子供が増えて欲しいです。 
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